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二
〇
二
七
年
一
月
二
四
日
（
日
）
開
催　

　
本
財
団
で
は
、
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
て
い
る
大
正
大
学
と
共
同
で
「
ア
イ
ラ

ン
ダ
ー
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
６
（
以

下
、
サ
ミ
ッ
ト
）」
を
、
二
〇
二
七
年
一
月

二
四
日
（
日
）
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催

い
た
し
ま
す
。

　
サ
ミ
ッ
ト
は
、
全
国
の
離
島
に
所
在
す

る
高
校
な
ど
に
通
う
生
徒
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
結
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
島
が
持
つ
可
能
性

や
、
島
同
士
で
交
流
す
る
こ
と
の
意
味
や

価
値
な
ど
の
議
論
を
通
し
て
、
生
ま
れ
育

っ
た
島
に
対
す
る
愛
郷
心
を
育
む
と
と
も

に
、
将
来
の
島
づ
く
り
を
担
う
人
材
の
育

成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
が
四
回
目
の
開
催
で
、
前
回
は

全
国
九
都
道
県
二
〇
校
か
ら
五
九
人
の
離

島
高
校
生
が
参
加
。
島
の
「
文
化
」「
仕

事
」「
イ
ベ
ン
ト
」「
観
光
」「
生
き
物
」

「
食
」「
生
活
」「
学
校
・
教
育
」
の
八
テ

ー
マ
九
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
離
島
の

現
状
や
課
題
、
共
通
点
や
違
い
な
ど
を
分

析
し
、
島
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
事
業
計

画
を
発
表
し
ま
し
た
（
※
１
）。

　
サ
ミ
ッ
ト
で
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、

愛
媛
県
立
弓
削
高
校
の
田
中
楓ふ

う

夏か

さ
ん

（
当
時
二
年
生
）
と
北
海
道
奥
尻
高
校
の
小

井
圡
結ゆ

い
花か

さ
ん
（
同
）
が
所
属
す
る
学
校

の
部
活
動
が
つ
な
が
り
、
学
園
祭
な
ど
で

お
互
い
の
生
徒
が
開
発
し
た
商
品
を
販
売

し
合
う
、
と
い
っ
た
新
た
な
交
流
も
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
参
加
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
参

加
が
島
の
魅
力
や
課
題
を
見
つ
め
直
す
契

機
と
な
り
、
他
島
の
高
校
生
と
の
交
流
が

自
身
の
地
域
や
進
路
に
対
す
る
意
識
・
考

え
方
の
変
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

高
校
生
た
ち
が
つ
な
ぐ
、
島
の
未
来
！　

　
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
の
企
画
・
運
営
は
、

島
の
高
校
に
通
う
生
徒
一
一
人
（
原
則
的

に
前
回
の
参
加
者
か
ら
選
定
）
と
、
大
正
大

学
生
五
人
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
（
詳

細
は
名
簿
参
照
）
が
担
い
ま
す
。

　
七
月
三
〇
日
（
木
）
一
六
時
半
よ
り
、

実
行
委
員
た
ち
が
東
京
に
集
ま
り
、
共
同

通
信
社
で
「
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
高
校
生
サ
ミ

ッ
ト
２
０
２
６
」
の
開
催
記
者
発
表
を
行

な
い
ま
し
た
。
は
じ
め
に
鈴
木
健
真
実
行

委
員
長
が
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
概
要

や
目
標
な
ど
を
説
明
。「
今
年
度
の
テ
ー

マ
『
つ
な
が
る
島
々
、
ひ
ろ
が
る
視
野 

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト

２
０
２
６
開
催
決
定

本
誌
編
集
部
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か
が
や
け
未
来
』
に
は
、
島
と
島
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
に
触
れ
て
視
野
を
ひ

ろ
げ
、
そ
こ
で
得
た
学
び
を
そ
れ
ぞ
れ
の

島
へ
持
ち
帰
り
、
か
が
や
く
未
来
の
た
め

に
役
立
て
て
ほ
し
い
、
と
い
う
想
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
各
高
校
生
委
員
た
ち
が
「
さ

ま
ざ
ま
な
離
島
の
高
校
生
と
交
流
し
、
自

分
の
島
と
共
通
す
る
こ
と
や
違
い
な
ど
を

た
く
さ
ん
吸
収
し
て
、
地
域
の
未
来
に
つ

な
げ
た
い
」（
角か

く

永な
が

太た
い

晟せ
い

委
員
）、「
離
島
の

高
校
生
た
ち
が
高
め
合
う
場
と
し
て
必
ず

成
功
さ
せ
た
い
！
」（
山
田
心し

ん

梧ご

委
員
）
な

ど
、
自
ら
の
口
で
サ
ミ
ッ
ト
に
懸
け
る
想

い
や
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
記
者
発
表
に
は
新
聞
社
や
通
信
社
な
ど

多
数
の
メ
デ
ィ
ア
が
集
ま
り
、
そ
の
模
様

は
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
で
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

離
島
高
校
生
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
！

　
現
在
、
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
す
る
離
島
の

高
校
生
を
募
集
中
で
す
！　
申
し
込
み
は

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
※
２
）
か
ら
行
な
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
サ
ミ
ッ
ト
の
本
番
当

日
ま
で
に
数
回
に
わ
た
っ
て
事
前
交
流
会

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
の
開
催
も
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
早
め
の
お
申
し
込
み
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
ミ
ッ
ト
に
関
心
の
あ
る
生
徒
、

親
御
様
、
教
育
関
係
者
の
方
々
か
ら
の
ご

相
談
や
問
い
合
わ
せ
も
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

（
問
い
合
わ
せ
先
は
上
記
参
照
）。

　
離
島
高
校
生
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。	

（
大
川
）

●アイランダー高校生サミットに関するお問い合わせ
（公財）日本離島センター（担当：森田）   03-3591-1151

※２

アイランダー高校生サミット2026の実行委員たち。

※１

■アイランダー高校生サミット2026実行委員名簿
大学生実行委員（5人）
鈴木健真（大正大学地域創生学部4年、実行委員長）、木坂愛

あ

天
て

音
ね

（同4年、副実
行委員長）、神谷ここの（同4年）、田中沙季（同4年）、久保田海

み

央
ひろ

（同3年）
高校生実行委員（11人）
吉川和希（北海道礼文高校2年）、小井圡結花（北海道奥尻高校3年）、折田泰

た

市
いち

（東京都立小笠原高校3年）、宋 友
ゆう

嘉
か

（広島県立広島叡智学園高校3年）、塚田 素
もと

（同大崎海星高校2年）、田中楓夏（愛媛県立弓削高校3年）、山口晃
こう

輝
き

（長崎県立
壱岐高校3年）、平

へい

間
ま

悠
ゆう

誠
せい

（同対馬高校3年）、角永太晟（同北松西高校2年）、直
島花

は

那
な

（鹿児島県立徳之島高校3年）、山田心梧（沖縄県立久米島高校2年）




